




























































































かにされている（Hallinger & Heck 2010）。
校長のリーダーシップの重要性については、
ウガンダにおける前期中等教育無償化の研
























































































年間（4 ～ 5 歳）、小学校 8 年間（6 ～ 13




はおよそ 958,200 人であったが、2012 年に
は 1,347,700 人と入学者数は 1.4 倍に増加
している。また、2002 年の小学校 8 年生は
およそ 534,800 人であったのに対し、2012
年には 824,700 人と 1.5 倍に増加している































2007 年の 60％から 2011 年には 73％へと上
昇し、中等学校入学者数も 2007 年の 31 万
人から、2011 年には 52 万人へと急増して































調査は 2013 年の 10 月と 2014 年の 7 月に





68 校から学校タイプ（旧州立 / 県立、通
学制 / 全寮制 / 両制、男子校 / 女子校 / 共
学）を考慮しつつ、試験結果のデータより、
2009 年～ 2012 年の KCSE 学校平均点が上昇
し続けている学校を選出した。2012 年の結









官 1 名にも聞き取りを行った。その後 11 校
を訪問し、学校基礎データを収集するとと
もに、調査訪問時に出勤していた下位 2 校


































学校数 生徒数 正規雇用教員 不足教員数 全体で必要な
教員数男子 女子 男性 女性 計
2013年 68 8501 8625 386 281 667 173 840



















ている ii。この TSC の責務は、法律により
その権限が付与されている。国により雇用






用さるため、BoG 教員と呼ばれる。表 1 で
は、不足している教員数を埋めているのが






















年数は 8 年であり、1 年未満の教員から在
職 30 年のベテラン教員までいた。雇用主を
尋ねた結果、無回答の 2 名を除く 52 名中
31 名が TSC と回答し、21 名は BoG と回答
していることから、調査対象者のおよそ 6
割が TSC 教員で、4 割が BoG 教員であった。
教員の最終学歴については、BoG 教員 21 名
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ｼﾙ ( 特別なニーズの生徒は 32,600 ｼﾙ ) の
財政負担をしているが、一方で、通学生は
9,374 ｼﾙ ( 約 11,300 円 )、寮生は 53,553 ｼ
ﾙ（約 64,500 円）、特別なニーズの生徒は
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左から① It is not enough to have a good mind. The main thing is to use it well. 
　　　② Here we feed on books and drink knowledge. 
























































た。1990 年に設立された I 校は、1997 年ま

































































































































9,374 ｼﾙ、寮生は 53,553 ｼﾙ、特別なニーズの
生徒で 37,210 ｼﾙ（寮費を含む）を上限として
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Free Secondary Education and Practice of 
Academic Improvement: 
A Case Study in Meru County, Kenya 
Asayo Ohba
Osaka University
The Government of Kenya introduced Free Day Secondary Education 
Programme in 2008. Although this enabled many primary school leavers to 
continue their education, public secondary schools are facing with significant 
challenges in terms of human, financial and physical resources. The purpose of 
this paper is to explore the extent of challenges that public secondary schools are 
facing with and how they overcome these challenges in order to improve academic 
performance. The study employed a case study approach with questionnaires and 
semi-structured interviews with teachers and visited 11 public schools at Imenti 
South sub-county in Meru in 2013/14. Findings reveal that despite increasing 
enrolments, teacher shortfalls and insuffi cient facilities and teaching and learning 
materials, some schools in Imenti South sub-county still show an improvement 
trend in academic performance due to the sub-county’s and schools’ initiatives in 
various practices and shared responsibilities among all stakeholders.
